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平
成
二
十
九
年
度
県
組
合
通
常
総
代

会
が
五
月
十
五
日
㈪
午
前
十
時
よ
り
サ

ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
御
囲
善
章
専
務
理
事
の
司
会
で
北

地
一
行
副
理
事
長
の
開
会
の
言
葉
に
よ

り
定
刻
に
始
ま
っ
た
。
冒
頭
組
合
員
物

故
者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
黙
と
う
が
捧

げ
ら
れ
た
。
佐
藤
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

後
、
優
良
従
業
員
表
彰
が
善
通
寺
支
部

の
清
水
光
時
さ
ん
、
共
済
加
入
促
進
運

動
優
良
組
合
員
表
彰
が
高
松
支
部
の
川

筋
正
仁
さ
ん
、坂
出
支
部
の
尾
早
圭
司

さ
ん
、丸
亀
支
部
の
久
保
敏
郎
さ
ん
に
そ

れ
ぞ
れ
佐
藤
理
事
長
よ
り
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。
そ
の
後
、大
野
敬
太
郎
衆
議

院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
か
ら

の
祝
辞
、祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

　

来
賓
退
席
後
、議
長
に
仁
尾
支
部
の

川
田
長
敏
氏
、
副
議
長
に
高
松
支
部
の

石
川
悦
子
氏
を
選
出
し
、議
案
審
議
に

入
っ
た
。
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、収
支

決
算
報
告
が
あ
り
、そ
の
中
で
国
庫
補
助

金
事
業
で
は
、佐
藤
理
事
長
よ
り
髪
育
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
各
協
議
会
、支
部
講
習
を

開
催
し
、約
百
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
と

報
告
が
あ
っ
た
。

　

二
十
九
年
度
事
業
計
画
で
は
佐
藤
理

事
長
が
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
訪
問
福
祉
理

容
の
推
進
、三
ツ
星
制
度
の
Ｐ
Ｒ
事
業
、

国
庫
事
業
の
更
な
る
進
展
に
取
り
組
み
、

ま
た
本
年
は
県
組
合
独
自
の
ヘ
ア
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
尽
力
し
、キ
ッ
ズ
ヘ
ア
、

レ
デ
ィ
ー
ス
ヘ
ア
の
カ
ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
を

作
製
し
、全
店
に
配
布
し
て
組
合
員
店
の

技
術
の
質
の
向
上
と
、お
客
様
へ
の
満
足

を
高
め
、員
外
店
と
の
差
別
化
を
図
り
、

組
合
の
強
化
に
全
力
で
当
た
る
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　
役
員
選
任
に
つ
い
て
は
、監
事
任
期
満

了
の
た
め
、新
し
く
平
井
支
部
の
野
口
繁

夫
氏
、坂
出
支
部
の
尾
早
圭
司
氏
が
選

任
さ
れ
た
。

　

審
議
は
提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
異
議

な
く
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、山
地
重
行

副
理
事
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
午
前

十
一
時
十
五
分
に
総
代
会
全
て
が
終
了

し
た
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

総
代
数　
　
六
十
四
名

出
席
五
十
二
名　
委
任
状
十
二
名

 

◆
総
代
会
議
案

☆
議
案
第
一
号

　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

☆
議
案
第
二
号

　
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

☆
議
案
第
三
号

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画（
案
）承

認
の
件

☆
議
案
第
四
号

平
成
二
十
九
年
度
収
支
予
算（
案
）承

認
の
件

☆
議
案
第
五
号

　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
の
件

☆
議
案
第
六
号

　
役
員
選
任
の
件（
監
事
）

平
成
二
十
九
年
度

　
通
常
総
代
会
開
か
れ
る

◆
優
良
従
業
員
理
事
長
表
彰

　
清
水　
光
時
氏（
善
通
寺
）

 

◆
共
済
加
入
促
進
優
良
組
合
員
表
彰

　
川
筋　
正
仁
氏（
高
松
）

　
尾
早　
圭
司
氏（
坂
出
）

　
久
保　
敏
郎
氏（
丸
亀
）

石川副議長（左）と川田議長（右）

優良従業員表彰共済加入促進優良組合員表彰
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◇
経
過
日
誌

 　

総
代
会

◦
平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
代
会

　
　

五
月
十
五
日
㈪ 
午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
会
議
室

　

三
役
会

◦
二
十
九
年
度
第
一
回
三
役
会

　
　

四
月
十
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
監
査
会

　
　

四
月
十
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

◦
第
二
回
三
役
会

　
　

五
月
二
十
九
日
㈪ 

午
前
十
一
時

　

組
合
事
務
所
会
議
室

　

三
役
部
長
会

◦
二
十
九
年
度
第
一
回
三
役
部
長
会

　
　

四
月
十
日
㈪ 

午
後
一
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　

理
事
会

◦
二
十
九
年
度
第
一
回
理
事
会

　
　

四
月
十
七
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

　

協
議
会

◦
西
讃
協
議
会
総
会

　
　

五
月
二
十
九
日
㈪ 

午
後
五
時魚

繁

◦
中
讃
協
議
会
総
会

　
　

六
月
五
日
㈪ 

午
前
十
一
時

坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◦
東
讃
協
議
会
総
会

　
　

六
月
十
二
日
㈪ 

午
前
十
一
時

サ
ン
マ
リ
エ
フ
ジ
イ

◦
高
松
協
議
会
総
会

　
　

六
月
十
九
日
㈪ 

午
後
六
時銀

波
亭

◦
中
讃
協
議
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

六
月
十
九
日
㈪ 

午
前
九
時

善
通
寺
市
民
体
育
館

◦
中
讃
協
議
会
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
　

六
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
十
一
時咲花

　

委
員
会

◦
広
報
委
員
会

　
　

五
月
二
十
九
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　

講
習
会

◦
高
瀬
支
部
講
習

　
　

四
月
二
十
四
日
㈪ 
午
前
十
時

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ

◦
綾
南
支
部
講
習

　
　

六
月
二
十
二
日
㈭ 

午
後
八
時

理
容
宮
武

◦
西
讃
協
議
会
商
工
セ
ミ
ナ
ー

　
　

六
月
二
十
六
日
㈪ 

午
前
九
時

観
音
寺
商
工
会
議
所

◦
四
国
大
会
強
化
練
習

　
　

六
月
二
十
六
日
㈪ 

午
後
七
時

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
２
Ｆ

　

競
技
会

◦
香
川
県
理
容
競
技
大
会

　
　

五
月
八
日
㈪ 

午
前
十
一
時

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◇
支
部
総
会

四
月
三
日
㈪ 

◦
香
北
支
部　

日
帰
り
バ
ス
旅
行

有
馬
温
泉

◦
高
松
支
部　

午
前
十
時

パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

◦
綾
北
支
部　

午
前
十
時
三
十
分

ふ
じ
の
や

　

そ
の
他

◦
平
木
す
す
む
と
共
に

　
　

四
月
六
日
㈭ 

午
後
六
時

高
松
国
際
ホ
テ
ル

◦
第
六
十
一
回
自
由
民
主
党
県
連
大
会

　
　

五
月
二
十
七
日
㈯ 

午
後
一
時

高
松
国
際
ホ
テ
ル
瀬
戸
の
間

◦
香
川
県
生
活
衛
生
協
会
通
常
総
会

　
　

六
月
九
日
㈮ 

午
後
四
時

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
八
栗
の
間

◇
行
事
予
定

　

部
長
会

◦
共
済
部
長
会

　
　

七
月
二
十
四
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
小
会
議
室
①
②
③

　

協
議
会

◦
中
讃
協
議
会
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

七
月
四
日
㈫ 

午
前
八
時
三
十
分

高
松
ゴ
ー
ル
ド
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　

委
員
会

◦
広
報
委
員
会

　
　

八
月
二
十
八
日
㈪ 

午
前
十
時

組
合
事
務
所
会
議
室

　

講
師
会

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
講
師
認
承
講
習
会

　
　

九
月
四
日
㈪ 

午
前
十
時

香
川
県
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

講
習
会

◦
琴
平
支
部
講
習

　
　

七
月
十
三
日
㈭ 

午
後
八
時
三
十
分

ヘ
ア
ー
ク
ラ
ブ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

◦
ニ
ュ
ー
ヘ
ア
組
合
講
習

　
　

十
月
三
十
日
㈪ 

午
前
十
時

サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
中
会
議
室

　

競
技
会

◦
四
国
理
容
競
技
大
会

　
　

七
月
十
日
㈪ 

高
知
県
サ
ン
ピ
ア
セ
リ
ー
ズ

◦
第
六
十
九
回
全
国
理
容
競
技
大
会

　
　

十
月
十
六
日
㈪

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

　

そ
の
他

◦
生
活
衛
生
営
業
特
別
相
談
員
研
修
会

　
　

七
月
三
日
㈪ 

午
前
九
時
五
十
分

高
松
テ
ル
サ
３
Ｆ
視
聴
覚
室

◦
生
衛
業
者
の
生
産
性
向
上
策
と
魅
力

　

あ
る
職
場
づ
く
り
研
修
会

　
　

七
月
二
十
四
日
㈪ 

午
後
二
時

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
玉
藻
の
間

◦
理
容
師
国
家
試
験（
実
技
）

　
　

八
月
一
日
㈫

香
川
県
美
容
会
館

◦
組
合
事
務
所
夏
季
休
暇

　
　

八
月
十
四
日
㈪ 

十
五
日
㈫

◦
理
容
師
国
家
試
験（
筆
記
）

　
　

九
月
三
日
㈰

愛
媛
大
学
教
育
学
部
講
義
棟

◦
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　
　

九
月
十
一
日
㈪

◦
四
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

十
月
二
日
㈪ 

午
前
十
時

ア
ス
テ
ィ
徳
島

◦
管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習

　
　
十
月
二
十
三
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
月
三
十
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

　
　
十
一
月
六
日
㈪ 

午
前
九
時
三
十
分

徳
島
県
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

◦
県
組
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　

十
一
月
十
三
日
㈪ 

高
松
市
総
合
体
育
館

協

議

会

協

議

会

部

長

会

三
役
部
長
会

委

員

会

委

員

会

三

役

会

総

代

会

理

事

会

競

技

会

競

技

会

講

師

会

講

習

会

講

習

会

そ

の

他

そ

の

他

経
過
及
び
行
事
予
定
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新
役
員
の
ご
紹
介

野口　繁夫 氏

◆監事就任

尾早　圭司 氏

◆監事就任

◆
西
讃
協
議
会
総
会・懇
親
会

 　
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
九
日
㈪ 

魚

繁
に
て
午
後
五
時
よ
り
総
会
を
行
い
ま

し
た
。例
年
で
あ
れ
ば
役
員
総
会
を
し
て

い
ま
し
た
が
、今
年
度
は
役
員
以
外
の
方

の
参
加
も
募
り
二
十
八
名
の
参
加
が
あ

り
、い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
で
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。武
田
幸
重
氏
の
開
会
の
辞
か

ら
始
ま
り
、協
議
会
長
そ
し
て
佐
藤
功
理

事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
、ご
出
席
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
事
業
報
告
、経
理
部
長

協
議
会
だ
よ
り

◆
高
瀬
支
部
講
習

　
四
月
二
十
四
日
㈪ 

午
前
十
時
よ
り
ｈ

ａ
ｉ
ｒ 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
に
お
い
て

香
川
県
理
容
組
合
高
瀬
支
部
講
習
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
香
川
県
講
師
松
原

敏
晃
先
生
を
お
迎
え
し
科
目「
ス
キ
ン

フ
ェ
ー
ド
」サ
ロ
ン
ヘ
ア
カ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
を
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。

　
松
原
先
生
は
、香
川
県
で
は
い
ち
早
く

こ
の
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト
に
着
目
勉
強
し

シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア（
短
髪
）フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト

の
松
原
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。大
人
気
の

カ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
お
り
皆
さ
ん
の
サ
ロ
ン
展
開
の
お
手
本

と
な
る
経
営
を
し
て
い
ま
す
。今
回
モ
デ

ル
に
宮
本
修
志
香
川
県
講
師
と
高
松
支

部
横
山
実
雄
氏
の
２
人
に
な
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
ず
昨
今
Ｎ
Ｙ
発
信
源
ア
メ
リ
カ
ン

バ
ー
バ
ー
か
ら
の
ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
は

ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
な
の
か
、ど
う
い
っ
た

カ
ッ
ト
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、又
ど
ん
な

ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
の
か
丁
寧
に
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。ス
キ
ン
フ
ェ
ー
ド
と
は
ゼ

ロ
か
ら
の
ぼ
か
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

ク
リ
ッ
パ
ー（
バ
リ
カ
ン
）の
入
れ
る
範

囲
、順
番
、抜
き
方
、添
え
手
の
使
い
方
、

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
レ
ー

ザ
ー（
カ
ミ
ソ
リ
）の
入
れ
る
範
囲
な
ど

コ
ー
ム（
櫛
）で
は
段
差
の
あ
る
コ
ー
ム
の

良
さ
、ま
た
斉
藤
隆
一
先
生
考
案
の
十
二

度
三
十
分
の
角
度
が
つ
い
て
い
る
第
三
荒

櫛
の
使
い
勝
手
、ど
こ
を
固
定
刈
り
ま
た

連
続
刈
り
し
て
も
キ
ズ
が
入
ら
な
い
な
ど

事
細
か
く
自
分
の
体
験
し
一
番
良
い
物
を

伝
え
て
頂
き
ま
し
た
。ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤

（
グ
リ
ー
ス
）も
髪
質
や
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ

て
堅
さ
艶
感
な
ど
を
使
い
分
け
、と
て
も

素
晴
ら
し
く
、こ
の
フ
ェ
ー
ド
カ
ッ
ト

（
バ
ー
バ
ー
ス
タ
イ
ル
）の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

も
あ
る
男
ら
し
い
ス
タ
イ
ル
を
披
露
し
て

頂
き
ま
し
た
。特
に
直
ば
さ
み
の
押
し
直
、

引
き
直
、線
と
面
、ぼ
か
し
な
ど
ま
さ
に

私
た
ち
理
容
師
の
匠
の
技
術
を
披
露
し
て

頂
き
心
に
響
く
講
習
会
で
し
た
。

　
ま
た
、講
習
の
最
後
に
松
原
先
生
よ
り

コ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
有
り
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。至
れ
り

尽
く
せ
り
の
講
習
会
で
し
た
。松
原
先
生

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
々
の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
又
経
営
の
ヒ
ン

ト
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
高
瀬
支

部
で
は
見
る
だ
け
の
講
習
で
は
な
く
、希

望
者
に
実
際
に
カ
ッ
ト
を
す
る
な
ど
技
術

を
行
う
講
習
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 （
県
講
師　
山
原
昌
司
）

の
会
計
報
告
、高
瀬
支
部・
真
鍋
昌
敬
氏
、

豊
浜
支
部
・
篠
原
幸
一
氏
の
監
査
報
告
、

二
十
九
年
度
の
事
業
計
画
を
説
明
し
、閉

会
の
辞
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、懇

親
会
の
前
に
山
地
里
美
氏
よ
り「
理
容

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
聞
か
せ
て
頂
き
、全
員
が

聞
き
入
っ
て
い
た
何
分
か
で
し
た
。懇
親

会
に
う
つ
り
山
地
重
行
副
理
事
の
乾
杯
の

後
、山
地
里
美
氏
も
交
え
て
和
や
か
に
食

事・
酒
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
二
時
間
で
し
た
が
、た
く
さ
ん
の

方
の
参
加
で
に
ぎ
や
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。ご
出
席
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
西
讃
協
議
会
広
報　
森　
健
二
） 

支
部
だ
よ
り

熱心に技術に見入る皆さん

聞き入る出席者

挨拶をする佐藤功理事長

見事なぼかし技術
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六
十
八
回
目
を
迎
え
る
香
川
県
理
容

競
技
大
会
が
、
平
成
二
十
九
年
五
月
八

日
㈪
高
松
市
の
香
川
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
十
一
時
よ
り
開
会
式
が
始
ま
り
、

佐
藤
功
理
事
長
が
挨
拶
の
中
で「
今
年
は

昭
和
二
十
二
年
に
理
容
所
が
制
定
さ
れ

て
七
十
周
年
で
あ
り
、翌
年
の
二
十
三
年

に
全
国
大
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。香

川
県
大
会
は
そ
の
翌
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
。今
年
は
世
界
大
会
に
北
地
一
行

副
理
事
長
が
出
場
。私
は
五
位
で
あ
っ
た

が
、そ
れ
以
上
の
成
績
を
期
待
し
て
い
る
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
日
頃
の
成
果
を
い
か
ん

な
く
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。」と
の
言

葉
が
あ
っ
た
。ご
来
賓
か
ら
は
平
井
卓
也

氏
、大
野
敬
太
郎
氏
、瀬
戸
隆
一
氏
、三

宅
信
吾
氏
の
各
国
会
議
員
の
先
生
か
ら

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
選
手
を
代
表
し
て
藤
井
壮
司

選
手
が
力
強
い
宣
誓
で
選
手
十
二
名
に

よ
る
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
。

　
今
回
か
ら
第
二
部
レ
デ
ィ
ー
ス
が
パ
ー

マ
ス
タ
イ
ル
に
、ま
た
第
四
部
マ
ス
タ
ー

ス
タ
イ
リ
ス
ト
部
門
が
五
十
歳
以
上
に
変

更
に
な
り
、よ
り
一
層
華
や
か
に
な
る
と

期
待
さ
れ
る
。

　

今
年
は
第
一
部
門
が
欠
場
、第
二
、第

三
部
門
も
各
一
名
の
み
の
出
場
と
少
々

さ
び
し
い
大
会
と
な
っ
た
が
応
援
、見
学

に
多
く
の
方
が
来
ら
れ
、熱
い
声
援
を

送
っ
て
い
た
。
ま
た
理
容
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
７
で
全
国
出
場
を
目
指
す
山
地
里

美
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
表
も
本
番
さ

な
が
ら
で
行
わ
れ
、観
衆
は
そ
の
声
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

　
今
大
会
出
場
者
は
七
月
十
日
に
高
知
県

で
開
催
の
四
国
大
会
に
出
場
す
る
。な
お
、

全
国
大
会
は
十
月
十
六
日
に
和
歌
山
で
開

催
。出
場
選
手
は
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

成
績
は
次
の
通
り（
敬
称
略
）

《
第
二
部
門
》

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル

優
秀
賞　
　
岡
坂　
和
美（
高
松
）

《
第
三
部
門
》

全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア

『
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
‐
Ｇ
』

優
秀
賞　
　
藤
井　
壮
司（
高
瀬
）

《
第
四
部
門
》

マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
・
ア
ワ
ー
ド

優　
勝　
　
山
崎　
鎮
永（
仏
生
山
）

二　
位　
　
明
田　
太
基（
香
北
）

三　
位　
　
福
江　
成
江（
丸
亀
）

《
第
六
部
門
》

ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
カ
ッ
ト

優
秀
賞　
　
丸
岡　
弘
純（
善
通
寺
）

《
第
七
部
門
》

ク
ラ
シ
カ
ル
カ
ッ
ト
ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ

優　
勝　
　
六
車　
和
晃（
仏
生
山
）

二　
位　
　
中
村　
　
翔（
高
松
）

三　
位　
　
福
江　
李
衣（
丸
亀
）

開会式での佐藤理事長の挨拶

藤井選手の選手宣誓

香
川
県
理
容
競
技
大
会
開
催

　
　
　
　
　
四
国
大
会
に
十
二
名
が
出
場
へ
！

岡坂和美選手藤井壮司選手

丸岡弘純選手六車和晃選手 山崎選手作品
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《
第
八
部
門
》

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

優　
勝　
　
明
田　
卓
哉（
さ
ぬ
き
）

二　
位　
　
山
田　
真
央（
善
通
寺
）

三　
位　
　
岩
瀬　
大
城（
仏
生
山
）

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

◆
審
査
講
評

【
第
二
部
門
】

レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
ト
・
パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル

　
女
性
ら
し
い
フ
ォ
ル
ム
で
全
体
的
に
ま

と
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
も
う
少
し
カ
ー
ル

感
を
出
し
て
欲
し
い
の
と
、カ
ラ
ー
も
単

調
な
所
が
残
念
で
し
た
。

【
第
三
部
門
】

全
理
連
ニ
ュ
ー
ヘ
ア『
g
a
i
n
︲
G
』

　
g
a
i
n
︲
G
の
雰
囲
気
は
良
く
表

現
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、耳
回
り
、

ネ
ー
プ
の
カ
ッ
ト
が
粗
く
、細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
神
経
を
使
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
第
四
部
門
】

マ
ス
タ
ー
ス
タ
イ
リ
ス
ト
・
ア
ワ
ー
ド

　
完
成
度
が
高
く
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
甲
乙
を
つ
け
が
た
か
っ
た
で
す
。カ

ラ
ー
、デ
ザ
イ
ン
共
に
レ
ベ
ル
が
高
く
四

国
大
会
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

【
第
六
部
門
】

ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
カ
ッ
ト

　
ト
ー
タ
ル
的
に
は
良
く
出
来
て
い
ま
し

た
。
刈
上
げ
、カ
ラ
ー
は
悪
く
な
い
で
す

が
全
体
的
に
緻
密
に
完
成
度
を
高
め
て
く

だ
さ
い
。ニ
ュ
ー
ブ
ロ
ー
ス
の
フ
ォ
ル
ム

を
も
う
少
し
勉
強
し
て
ほ
し
い
で
す
。

【
第
七
部
門
】

ク
ラ
シ
カ
ル
バ
ッ
ク

　

ド
ラ
イ
ヤ
ー
仕
上
げ

　
カ
ッ
ト
の
悪
さ
が
セ
ッ
ト
に
影
響
し
て

い
る
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。四
国
大
会

ま
で
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
下
さ
い
。そ

れ
と
刈
毛
が
ウ
ィ
ッ
グ
に
付
い
て
い
た
の

が
気
に
な
り
ま
し
た
。

【
第
八
部
門
】

ワ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
全
作
品
、素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
ワ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
練
習
が
全
て
で
す
。こ

れ
か
ら
も
練
習
を
積
み
重
ね
て
も
っ
と
い

い
作
品
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
モ
デ
ル
審
査
委
員
よ
り

　
全
種
目
と
も
、全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆
監
視
委
員
よ
り

　
競
技
開
始
は
道
具
を
持
た
ず
、一
歩
下

が
っ
て
合
図
を
待
つ
。競
技
完
了
は
手
を

上
げ
て
競
技
完
了
の
意
思
表
示
を
は
っ
き

り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。大
会
要
項
に
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。失
格
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
五
月
と
言
う
の
に
、真
夏
並
み
の
酷
暑

の
二
十
九
日
、
豊
浜
支
部
・
三
中
支
部
の

有
志
九
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
珍
プ
レ
ー
・
好
プ
レ
ー
の
連
続
で
、
楽

し
く
愉
快
に
プ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
、
西
讃
協
議
会
と
し
て

の
コ
ン
ペ
と
し
て
推
し
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

優　
勝　
　
　
桑
城
正
利

準
優
勝　
　
　
高
橋
武
夫

三　
位　
　
　
桑
城
武
資

ベ
ス
グ
ロ　
　
植
村
浩
明

（
豊
浜
支
部
長　
武
田
幸
重
）

豊
浜
・
三
中
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

川筋審査委員長の審査講評

明田卓哉選手理容メッセージ山地里美選手

絶好のゴルフ日和

四
国
協
議
会

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

 

日
時
：
平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
㈪

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
：
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
一
階
第
二
会
議
室

　
　
　
徳
島
市
山
城
町
東
浜
傍
示
一
番
地
一

　
　
　
℡ 

〇
八
八-

六
二
四-

五
一
一
一

参
加
費
：
二
千
円

締
切
：
九
月
十
五
日
㈬

講
演
：

一
部　
井
本
逸
勢
様
（
医
学
博
士
）

「
あ
な
た
と
家
族
が
生
き
る
た
め
に

必
要
な
ガ
ン
と
遺
伝
の
話
」

 

二
部　
笑
福
亭
学
光
様

「
気
持
ち
よ
く
お
店
を
後
に
し
て
も

ら
う
会
話
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、バ
ス
の
手
配
の
都
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、組
合
事
務
所
に
申
し
込
み
を
早
目

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
、
組
合
事
務
所
ま
た
は

藤
沢
栄
利
子
女
性
部
長
ま
で
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◆
高
松
支
部
総
会

　
平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
㈪
午
前
十
時

よ
り
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て
、高
松
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
川
和
久
副
支
部
長
の
司
会
で
進
行
、

横
山
実
雄
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
、川
筋
正
仁
支
部
長
の
挨
拶
後
、表
彰
と

続
き
ま
し
た
。
表
彰
授
与
で
は
、十
年
勤

続
従
業
員
表
彰
受
賞
者
一
名
、厚
生
部
奉

仕
奨
励
賞
受
賞
者
三
名
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝
辞
、議

長
選
出
、事
業
報
告
、監
査
報
告
、決
算
報

告
、予
算
案
審
議
、提
出
議
案
審
議
、役
員

改
選
と
滞
り
な
く
進
み
、山
本
恵
三
副
支

部
長
の
閉
会
の
辞
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
同
施
設
で
懇
親
会
に
移

り
、歓
談
を
楽
し
み
、横
山
実
雄
副
支
部
長

の
中
締
め
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
員
、各
区
長
副
区
長
の
皆
様
、一
年
間

お
疲
れ
様
で
し
た
。（県

広
報　
松
原
敏
晃
）

◆
丸
亀
支
部
通
常
総
会

　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
三
日
、丸
亀
市

民
会
館
に
お
い
て
、平
成
二
十
九
年
度
丸

亀
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
三
月
い
っ
ぱ
い
で
老
朽
化
が
進
ん
だ

市
民
会
館
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

い
つ
も
の
会
場
よ
り
狭
く
不
便
な
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、最
後
と
言
う
こ
と
で
会
場
に

選
び
ま
し
た
。議
長
も
新
し
く
選
出
さ
れ
、

支
部
長
挨
拶
、来
賓
祝
辞
と
進
行
さ
れ
、各

議
題
の
審
議
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
の
支
部
旅
行
を
計
画
し
、

各
部
長
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
会
場
を
移
動
し
て
、新
世
丸
亀

店
で
行
わ
れ
、初
め
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、料
理
も
大
変
美
味
し
く
、和
室

で
あ
っ
た
た
め
各
参
加
者
の
距
離
も
近
く
、

何
時
も
の
総
会
以
上
に
話
が
進
み
、楽
し
い

時
間
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。毎
年
総

会
を
開
催
す
る
ま
で
の
間
、準
備
等
大
変
で

す
が
、無
事
終
了
し
て
懇
親
会
で
の
支
部
員

さ
ん
の
、楽
し
い
様
子
を
見
る
と
苦
労
が
報

わ
れ
ま
す
。こ
れ
も
日
頃
の
組
合
員
の
皆
様

の
ご
協
力
、各
役
員
さ
ん
の
助
け
が
あ
っ
て

こ
そ
で
あ
り
、ま
た
一
年
間
頑
張
ろ
う
と
い

う
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。来
年
は
役
員
改

選
、最
後
の
一
年
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
県
広
報　
白
川
成
二
）

◆
仏
生
山
支
部
総
会
開
く

　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日
㈪
午
前

十
一
時
よ
り
観
翠
に
於
い
て
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。山
崎
鎮
永
支
部
長
か
ら
平
成

二
十
八
年
度
事
業
報
告
が
あ
り｢

当
初
の

事
業
計
画
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。組
合
員
の
連
帯
と
、各

部
役
員
及
び
家
族
の
ご
協
力
に
よ
り
そ
の

目
的
は
達
成
出
来
た
事
を
報
告
し
ま
す｣

と
挨
拶
。佐
藤　
功
理
事
長
よ
り｢

配
布
い

た
し
ま
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
ハ
ン
ド

ス
キ
ッ
シ
ュ
を
理
容
師
、お
客
さ
ま
の
安
全

安
心
、衛
生
の
見
地
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
だ
き
、お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い｣

主
旨

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
北
地
一
行
副
理
事
長
か

ら
披
露
さ
れ
た
。来
賓
の
平
木　
享
支
部

顧
問
か
ら
も
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
続
け
て
各
部
長
報
告
、収
支
決
算
報
告
、

監
査
報
告
が
あ
り
賛
成
多
数
を
以
て
原

案
通
り
可
決
し
た
。
一
般
協
議
で
は
九
月

十
一
日
全
国
理
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
、

津
田
の
松
原
で
の
清
掃
活
動
、ら
く
ら
く

連
絡
網（
災
害
時
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
）運

用
等
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
委

任
状
含
め
て
三
十
六
名
の
参
加
の
元
、審

議
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
坂
東　
昇
常
任

相
談
役
の
閉
会
の
辞
を
以
っ
て
懇
親
会
へ

と
移
行
し
た
。

（
県
広
報　
藤
沢
弘
順
）

◆
坂
出
支
部
通
常
総
会

　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日
㈪
十
四

時
半
よ
り「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大

橋
」に
於
い
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
な
ら
桜
も
チ
ラ
ホ
ラ
咲
き
始
め

て
い
る
頃
で
す
が
、今
年
は
遅
く
ま
だ
の
よ

う
で
す
。そ
ん
な
少
し
肌
寒
い
中
、多
数
の

出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

増
田
重
昭
支
部
長
の
挨
拶
で
は
、今
年

か
ら
議
案
書
作
成
を
経
費
節
約
の
た
め
長

年
の
業
者
を
や
め
、初
め
て
作
成
し
た
ら
時

間
が
か
か
っ
た
と
の
事
、来
年
は
簡
単
に
作

成
で
き
ま
す
と
の
挨
拶
後
、宮
脇
副
支
部

長
の
議
案
進
行
で
各
部
報
告
議
案
か
ら
決

算
報
告
、予
算
案
と
ス
ム
ー
ズ
に
決
議
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
六
時
か
ら
は
会
場
を
移
し
、濱
本
女

性
部
長
の
司
会
進
行
に
よ
り「
懇
親
会
」も

和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。佐
藤
理
事
長
、

綾
市
長
ら
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
や
祝
辞
、

表
彰
授
与
の
後
、宴
会
に
移
り
ま
し
た
。御

馳
走
を
食
べ
な
が
ら
雑
談
や
カ
ラ
オ
ケ
で

楽
し
く
時
間
が
流
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　
支
部
長
の
挨
拶
の
中
で
も
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、理
容
が
ブ
レ
イ
ク
し
始
め
て
い

る
今
、追
い
風
で
良
い
流
れ
に
乗
っ
て
い
け

た
ら
不
況
の
理
容
業
界
も
光
が
さ
し
て
き

そ
う
、そ
ん
な
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

総
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
坂
出
支
部
広
報　
中
村
竜
也
）

支
部
だ
よ
り

川筋支部長の挨拶

最後の丸亀市民会館での開催

佐藤理事長の挨拶

北地副理事長を囲んで記念ショット
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の
め
ぐ
り
の
者
も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。私
は
当
然
、風

呂
上
が
り
に
有
馬
地
ビ
ー
ル
を
頂
き
、ご
満

悦
。帰
り
に
は
、炭
酸
せ
ん
べ
い
と
温
泉
ま

ん
じ
ゅ
う
を
小
脇
に
抱
え
、帰
路
に
就
い
た

の
で
し
た
。

　

今
年
も
組
合
員
と
し
て
、社
会
の
見
聞

を
広
め
な
が
ら
結
束
を
強
め
、組
合
の
良
さ

を
再
認
識
し
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。 

（
香
北
支
部
広
報　
小
松
芳
浩
）

◆
琴
平
支
部
通
常
総
会

　

平
成
二
十
九
年
度
の
琴
平
理
容
組
合
の

通
常
総
会
が
三
月
十
三
日
㈪
十
一
時
三
十

分
よ
り
満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
二

階
で
、そ
の
後
の
懇
親
会
は
喫
茶
か
り
ん
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
時
世
に
反
映
さ
れ
る
様
に
、こ
こ

数
年
は
華
や
か
な
総
会
と
言
う
よ
り
組
合
員

で「
造
る
総
会
」を
念
頭
に
入
れ
支
部
関
係

者
様
を
含
め
た
全
員
の
協
力
に
よ
り
去
年
一

年
の
総
括
並
び
に
こ
れ
か
ら
の
支
部
運
営
の

議
論
が
出
来
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。厳
粛

な
雰
囲
気
の
総
会
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
の
懇
親
会
と
年
に
一
回
皆
で
集
ま
れ
る
大

事
な
空
間
で
す
の
で
一
人
で
も
多
く
の
組
合

員
の
ご
参
加
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
ど
こ
の
支
部
も
そ
う
で
す
が
組
合
員
の
減

少
に
よ
り
組
合
運
営
が
困
難
な
局
面
に
差

◆
香
北
支
部
総
会
日
帰
り
旅
行

　

春
晴
れ
の
絶
好
の
行
楽
日
和
、香
北
支

部
で
は
総
会
を
兼
ね
た
日
帰
り
旅
行
に
平

成
二
十
九
年
四
月
三
日
㈪
行
っ
て
き
ま
し

た
。
小
所
帯
が
所
以
の
団
結
力
と
有
無
を

言
わ
せ
ぬ
経
理
部
長
の
完
璧
な
決
算
書
の

お
か
げ
で
、こ
の
よ
う
に
総
会
旅
行
に
行
け

る
の
が
香
北
支
部
の
強
み
で
す
。

　
さ
て
、早
朝
七
時
の
高
松
駅
か
ら
バ
ス
に

乗
り
込
み
、簡
単
な
支
部
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、総
会
を
開
会
。
二
十
八
年
度
事
業

報
告
、決
算
報
告
を
済
ま
せ
、質
疑
応
答
の

後
、渦
潮
を
眼
下
に
眺
め
な
が
ら
大
鳴
門

橋
を
渡
る
こ
ろ
に
は
、満
場
一
致
で
承
認
。

二
十
九
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
の

審
議
に
入
り
、喧
々
諤
々
香
北
支
部
の
未

来
に
つ
い
て
夢
を
語
り
合
い
な
が
ら
、全
て

の
承
認
を
終
え
、最
初
の
乾
杯
で
無
事
、明

石
海
峡
大
橋
を
渡
り
終
え
た
の
で
し
た
。

　
最
初
の
目
的
地
は
丹
波
篠
山
に
そ
び
え

立
つ
、当
日
桜
ま
つ
り
で
賑
や
か
な
名
城

篠
山
城
。桜
を
愛
で
な
が
ら
城
内
を
散
策
。

の
予
定
で
し
た
が
、今
年
は
ご
多
分
に
も
れ

ず
、一
輪
の
花
も
な
く
、つ
ぼ
み
も
膨
ら
む

気
配
な
く
、花
見
で
一
杯
と
い
う
訳
に
も
い

か
ず
、古
い
武
家
屋
敷
が
立
ち
並
ぶ
城
下

を
散
策
し
て
次
の
目
的
地
へ
。

　

バ
ス
で
三
十
分
揺
ら
れ
な
が
ら
、関
西

の
奥
座
敷
有
馬
温
泉
に
到
着
。
こ
こ
で
は

三
々
五
々
、金
の
湯
で
旅
の
疲
れ
を
癒
す
者

も
い
れ
ば
、温
泉
街
を
ぶ
ら
り
と
美
味
い
も

し
掛
か
っ
て
く
る
今
こ
そ
我
々
一
人
ひ
と
り

の
意
見
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
筈
で
す
。琴

平
支
部
も
支
部
長
を
中
心
に
少
し
で
も
現

状
打
破
し
力
を
合
わ
せ
て
前
に
進
ん
で
い
く

所
存
で
御
座
い
ま
す
。ご
出
席
頂
き
ま
し
た

皆
様
方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
琴
平
支
部
文
化
広
報
部
長　
大
谷
晃
弘
）

◆
飯
山
支
部
総
会
開
催

　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
三
日
㈪
、天
気

は
曇
り
な
が
ら
暖
か
い
午
前
十
一
時
、飯

峰
亭
に
御
馴
染
み
の
人
達
が
集
合
し
て
飯

山
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

　
香
川
健
児
氏
の
ス
ム
ー
ズ
な
司
会
で
、大

林
隆
文
支
部
長
が「
組
合
員
の
日
頃
の
協

力
に
お
礼
の
言
葉
と
本
年
も
よ
ろ
し
く
」と

挨
拶
の
言
葉
が
あ
り
、平
成
二
十
八
年
度

の
事
業
報
告
、平
成
二
十
八
年
度
の
会
計

報
告
の
後
、津
村
憲
一
氏
は
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
た
と
会
計
監
査
報
告
を
さ
れ
、前

田
信
也
氏
が
今
年
も
前
向
き
に
講
習
を
企

画
す
る
と
発
表
、有
意
義
な
総
会
だ
っ
た
。

　

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、県
副
理
事
長

山
地
重
行
氏
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、佐
藤
功

理
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
力
強
く
代
読
、西

原
正
博
綾
北
支
部
長
、増
田
重
昭
坂
出
支

部
長
、
吉
見
一
秀
綾
南
支
部
長
、
尾
早
圭

司
氏
の
皆
様
方
か
ら
丁
寧
な
お
祝
い
の
言

葉
を
頂
き
、君
羅
正
博
氏
が
組
合
員
の
皆

様
の
健
康
と
繁
栄
を
祈
り
乾
杯
。
た
ら
ふ

く
の
御
馳
走
、久
し
ぶ
り
に
会
う
人
に
近
況

報
告
、時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
和
や
か
な
笑

顔
の
一
日
だ
っ
た
。

（
飯
山
支
部
広
報　
平
尾
み
ち
子
）

◆
綾
北
支
部
総
会
開
く

　

平
成
二
十
九
年
四
月
三
日
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
、「
ふ
じ
の
や
」さ
ん
に
お
い

て
綾
北
支
部
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
松
本
氏
の
司
会
進
行
で
西
原
支
部
長
の

挨
拶
後
、
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
を
報
告
し
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、御
囲
専
務
が
佐
藤
理
事
長
の
挨
拶
を

代
読
さ
れ
、「
縁
が
あ
る
か
ら
組
合
が
あ
る
。

縁
を
大
事
に
。」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
共
感
い

た
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
移
り
、来
賓
の
皆
様
か
ら
祝

辞
の
言
葉
い
た
だ
き
、佐
竹
相
談
役
の
乾

杯
の
音
頭
で
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
花

見
日
和
の
い
い
一
日
で
食
事
も
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
綾
北
支
部
広
報
部
長　
藤
井
小
百
合
）

◆
三
豊
中
央
支
部
総
会

　
平
成
二
十
九
年
三
月
六
日
㈪
観
音
寺
商

工
会
議
所
に
お
い
て
午
前
十
時
三
十
分
よ

り
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
会
の

辞
、支
部
長
挨
拶
の
後
、佐
藤
理
事
長
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
報
告
・
会
計

報
告・監
査
報
告
と
進
み
、次
年
度
の
予
算

案
、そ
し
て
協
議
事
項
で
こ
れ
ま
で
の
支
部

運
営
で
の
変
更
点
な
ど
の
説
明
を
し
な
が

ら
承
認
を
頂
き
、総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

場
所
を
磯
の
茶
屋
に
移
し
、十
二
時
よ

り
懇
親
会
で
一
年
ぶ
り
の
座
談
会
の
よ
う

な
酒
宴
を
し
ま
し
た
。
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
時
間
が
過
ぎ

て
行
き
ま
し
た
。
二
十
九
年
度
も
一
歩
ず

つ
進
ん
で
い
け
る
と
思
え
た
、緊
張
と
酔
い

の
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

（
三
豊
中
央
支
部
広
報　
森　
健
二
）

花見日和のいい食事会

厳粛な中に行われた総会

花はないが華のある香北支部員

第279号 理　　容　　　香　　川 2017年（平成29年）７月１日発行（7）



　

総
代
会
も
終
わ
り
、新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
私
も
文
化
広
報
部
長
任
期
最
後

の
年
と
な
り
ま
す
。編
集
委
員
一
同
、今
ま

で
以
上
に
読
み
や
す
く
、わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

先
日
、文
芸
欄
に
ご
投
稿
い
た
だ
い
て

い
る
藤
田
千
慧
美
様
か
ら
こ
の
よ
う
な
お

便
り
を
頂
き
ま
し
た
。「
い
つ
も
理
容
香
川

感
心
し
て
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

と
て
も
立
派
な
編
集
だ
と
思
い
、頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。」

　
こ
ん
な
に
も
お
褒
め
頂
く
と
、背
中
が

こ
そ
ば
ゆ
い
の
で
す
が
、と
て
も
励
み
に

な
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
号
毎
号
出
来
上
が
る
た
び
に
、レ
イ

ア
ウ
ト
を
こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
か
、

こ
の
記
事
は
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
書
け

ば
よ
か
っ
た
と
か
、反
省
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
紙
面
に
反
映
す
る
た
め
に
組

合
員
皆
様
の
意
見
が
聞
け
た
ら
と
思
い
ま

 

編
集
後
記

編
集
室
よ
り
お
知
ら
せ

次
回
十
月
号
の
発
行
の
原
稿
締
め

切
り
は
八
月
末
日
で
す
。

皆
様
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
六
〇
ー
〇
〇
六
二

香
川
県
高
松
市
塩
上
町

　
　
　
　
　
　
二
丁
目
五
番
二
二
号

香
川
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
広
報
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
七
ー
八
三
四
ー
七
六
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
七
ー
八
三
三
ー
二
〇
八
一

offi
ce@

kagaw
a-riyo.com

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

す
。
お
叱
り
の
お
便
り
で
も
メ
ー
ル
で
も

結
構
で
す
。ご
意
見
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
県
広
報　
小
松
芳
浩
）

猪
は
竹
の
子
目
当
て
に
不
在
な
り

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
場
が
暫
く
荒
ら
さ
れ
ず

四
月
末
待
ち
兼
ね
て
い
た
燕
来
る

　
　「
お
疲
れ
さ
ま
」
と
手
を
振
り
迎
え
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
す
る
た
び
頂
く
隣と
な
り
や家
の

　
　
　
　
炭
火
で
焼
い
た
秋
刀
魚
香
ば
し

 

飯
山
支
部　
平
尾
み
ち
子

短
　
歌
文

芸

欄

怖
い
低
温
や
け
ど

　
少
し
前
、不
注
意
か
ら
低
温
や
け
ど
を

し
て
し
ま
い
、二
ヶ
月
間
の
入
院
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。退
院
後
も
し
ば

ら
く
仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ず
通
院

し
て
い
ま
し
た
が
、や
っ
と
医
師
か
ら
就

業
許
可
が
出
て
仕
事
を
は
じ
め
ま
し
た
。

個
人
的
に
損
害
保
険
も
加
入
し
て
お
り
、

組
合
の
療
養
補
償
共
済(

所
得
補
償
コ
ー

ス)

に
も
入
っ
て
い
ま
し
た
の
で
診
断
書

を
と
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
請
求
を
し
ま
し
た
。

診
断
書
の
文
面
に
は
低
温
や
け
ど
は｢

熱

傷｣
と
書
か
れ
て
お
り
、損
害
保
険
か
ら

は
保
険
金
は
で
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

療
養
共
済
の
所
得
補
償
コ
ー
ス
は
請
求
し

た
日
数
分
の
保
険
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
、た

す
か
り
ま
し
た
。今
の
時
代
個
々
で
保
険

は
加
入
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、す

べ
て
が
支
払
い
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

　
転
ば
ぬ
先
の
杖
が
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
共
済
制
度
は
あ
り
が
た
い
。

（
高
松
支
部　
野
村　
勝
）

薔
薇
の
苗

　
　
お
分
け
し
ま
す

　
私
の
店
の
前
に
は
今
、色
々
な
バ
ラ
が

満
開
で
す
。
道
を
歩
い
て
い
る
人
の
癒
し

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
綺
麗
、い
い
匂
い
」

等
と
言
い
な
が
ら
通
り
す
ぎ
て
行
き
ま

す
。
一
年
二
年
も
の
の
苗
が
あ
り
ま
す
、

育
て
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、お
分

け
し
ま
す
の
で
山
地
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

　
℡
〇
八
七
五（
八
三
）二
五
四
八

（
高
瀬
支
部　
山
地
重
行
）

￼ 薔薇が綺麗に咲きました

第279号理　　容　　　香　　川2017年（平成29年）７月１日発行 （8）


